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 １年生は、普段の授業より長い作業時間の中、

お菓子の箱折り、農作業、小中学部の清掃等に取

り組みました。「挨拶や言葉遣いが大切と感じた」

や「立ったまま仕事をしている人たちはすごいと

思った」など、周囲の人を思って活動することの

大切さを、身をもって感じることができました。 

 

 

 

 

※２年生は１２日までの２週間 

２・３年生は、壱岐島内の企業や福祉事業所等

を中心に実習に取り組みました。各実習先で求め

られる力はそれぞれでしたが、「仕事を続ける体力

を身につけたい」や「困ったときに自分から質問

できるようになりたい」など、仕事をする上で共

通する課題を感じ取る姿が見られました。 

  

  

 

 

 

 

 

 ６月２５日（木）に壱岐高校コモンホールにて「実習報告会」が行われました。実習を通して良かっ

た点や今後の課題点を整理して発表するとともに、他の生徒の頑張りを共有する機会となりました。 

 当日は、壱岐分校中学部の皆さん、保護者の皆さん、そして実習でお世話になった実習先の皆様など

約３０名の参加をいただき、皆さんのご支援をいただく中、無事に実習とその振返りを終えることがで

きました。本当にありがとうございました。 

   

 １年生 校内実習  ２･３年生 就労体験実習 

 実習報告会 

－ 令和８年６月２５日（木） 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

自然とのふれあい 

小中学部の児童は、JA青年部の皆さんとの交流も大切にしています。 

１１日（木）は、芋の苗植えを、また５年生は田植えを行いました。土や泥の感

触が苦手な子供もいましたが、触れてみると、あれ？意外と気持ち良いかも？

という具合に、田んぼや畑の活動にも取り組めました。 

田んぼの中は冷たくて  

気持ちよかったです。 

早く大きくなあれ 

中学部では、美

術の時間に版

画に取り組んで

います。 

自分が好きなキ

ャラクターを描

いてから彫りま

す。 


